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１．はじめに 
米国の航空機メーカーが製造する次世代

の中型ジェット旅客機には、機体の約５０％

に炭素繊維複合材料が使用されていること

が知られています。炭素繊維複合材料は、

1970 年代前半には、釣り竿やゴルフシャフ

トなどのスポーツ・レジャー分野に限って使

用されていましたが、1990 年代後半に入る

と、ノートパソコンやデジタルカメラなどの

筐体といった一般産業分野にも広く用いら

れるようになってきました。最近では、次世

代自動車を中心として、本格的に炭素繊維複

合材料を採用する動きが加速しています。 
 
２．炭素繊維とその特徴 

炭素繊維は、そのほとんどが炭素からでき

ている繊維であって、“微細な黒鉛結晶構造を

持つ繊維状の炭素物質”のことです。炭素繊

維の約９割が、アクリル繊維（ポリアクリロ

ニトリル、ＰＡＮと略記）から合成されるＰ

ＡＮ系炭素繊維です。その製造プロセスの概

略を図１に示しました。なお、炭素繊維は、

 
一般には、例えば、糸、織物、組物、紙状な

どの形態にした後、種々の用途に用いられて

います。炭素繊維には、他の素材にはない数々

の優れた性質があります。主な特徴を表１に

列挙しました。 

 
 
 

３．複合材料とその適用 
 炭素繊維は、実用的には単独で用いられる

ことは少なく、多くの場合は樹脂などの他の

素材と複合化して使用されます。炭素繊維複

合材料に用いる樹脂には、従来、力学的物性

の観点から、エポキシ樹脂、不飽和ポリエス

テル樹脂などの熱硬化性樹脂が主に使用さ

れてきましたが、近年は、ポリプロピレン、

ポリアミドといった熱可塑性樹脂も用いら

れるようになってきました。熱可塑性樹脂を

炭素繊維複合材料に用いた場合、①成形サイ

クルが比較的短いため、大量生産に適してい

る。②熱可塑性であるため、リサイクルしや

すい。③射出成形できるため、複雑な形状の

製品が作製できる。などのメリットがあるた

め、適用範囲の飛躍的な拡大が見込めます。 
このように炭素繊維複合材料は、今や、特

殊な“先進材料”から汎用な“工業材料”ま

でを広範囲にカバーできる素材として認識

されつつあります。図２にその利用分野をま

とめました。 

 
当センターでは、熱可塑性樹脂を用いた炭

素繊維複合材料に関する開発研究に取り組

んでおり、この分野での技術支援体制を整え

つつあります。ご利用をお待ちしております。 
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